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ＺＥＮ２９０１Ｐ

ラインセンサ・インタフェースＩＣ

１、概 要

１－１．型名及びパッケージ

ＺＥＮ２９０１Ｐ型 名 ：
パッケージ ： ４０ｐｉｎＤＩＰ VSS2 1 40 VDD

SYSCLK 2 ○ 39 EXTEN
STMOD 3 38 STR１－２．解 説
RESET 4 37 VIDCLK

は１次元ラインセンサと、 INT 5 36 BLKＺＥＮ２９０１Ｐ
１６ｂｉｔＣＰＵおよびＤＭＡＣを有する信号 CE 6 35 VID
処理系との間の汎用インタフェースＩＣです。 RD 7 34 FVID

Ｚ

本ＩＣでは、ラインセンサからの２値化 WR 8 33 U2

Ｅ

されたビデオ信号をフィルタリングした後 DRD 9 32 U1

Ｎ

エッジ位置を検出し、更にそのエッジ情報 DREQ 10 31 U0

２

（立ち上がり、立ち下がり）と合わせて、 TC 11 30 VSS3

９

１６ｂｉｔデータバスに出力します。ビデオ D0 12 29 D15

０

信号をそのままシリ／パラ変換をして、 D1 13 28 D14

１

１６ｂｉｔデータバスに出力することも可 D2 14 27 D13

Ｐ

能です。 画像データは１６ｂｉｔ×４段の D3 15 26 D12
出力レジスタ（ＦＩＦＯ）に蓄えられたのち D4 16 25 D11
ＤＭＡＣ系より読み出されます。 D5 17 24 D10
また割り込み機能として、エッジの検出回数 D6 18 23 D9
が設定値を越えたとき、および出力バッファ D7 19 22 D8
がオーバーフローしたときに割り込みを要求 VSS 20 21 VDD2
することができます。

端子配置図
(Top View)１－３．特 徴

１） ２５６、５１２、１０２４、２０４８、４０９６、８１９２ｂｉｔの
各種ラインセンサに対応。

２） ビデオ信号のノイズを除去する為のディジタルフィルタを内蔵。
またフィルタの特性をプログラマブルに制御可能。

３） 画像データは１６ｂｉｔ×４段の出力バッファ（ＦＩＦＯ）に蓄えられた後
ＤＭＡＣを通してメモリに書き込まれるためデータの高速処理が可能。

４） 画像データ出力形式は、エッジの検出位置とエッジ情報（立ち上がり／立ち下がり）
を合わせて１６ｂｉｔデータバスに出力するエッジ検出モードと、ビデオ信号を
シリ／パラ変換してそのままデータバスに出力するデータ出力モードのいずれかを
選択可能。

５） 割り込み機能としてＦＩＦＯのオーバーフローによる場合とエッジ検出回数が設定値
を越えた場合に要求することが可能。またプログラマブルにマスクも可能。

６） ラインセンサのセンサ軸と垂直方向に対して特定の範囲の画像データのみを
必要とする場合に対応して画像データ取り込みのトリガをソフトウェアまたは外部入力

信号により与えることも可能。
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ＺＥＮ２９０１Ｐ

７） 汎用入力端子を３ｂｉｔ備えており、必要に応じてその出力をデータバスのＤ ～１４

Ｄ に出力可能。またステータスレジスタにてソフトウェア上でのモニタ可能。１２

８） コマンドレジスタ８ｂｉｔ、ステータスレジスタ１６ｂｉｔを有し、ステータス
レジスタは８ｂｉｔずつ分けて出力可能なため、８ｂｉｔＣＰＵによる制御、
ステータスの読みだしにも対応。

９） ４０ｐｉｎＤＩＰ、＋５Ｖ単一電源、内部ＣＭＯＳ、入出力レベルＴＴＬ。

外 形 寸 法 図 （ 単位 ｍｍ ）
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ＺＥＮ２９０１Ｐ

２、信 号 定 義

２－１．制御信号関係

・ＲＥＳＥＴ ：システムリセット
（入力：アクティブＬｏｗ） チップ内部のカウンタ、レジスタ等を初期化します。

・ＣＥ（入力：アクティブＬｏｗ） ：チップイネーブル
アクティブ時に内部コマンドレジスタ、
ステータスレジスタにアクセス可能です。

・ＳＴＭＯＤ（ 入力 ） ：ステータス モード
Ｌのときステータスレジスタ１６ｂｉｔが一度にデータ
バスに出力されます。Ｈの時はステータスの上位８ｂｉ
ｔがデータバスの下位８ｂｉｔからも読みだされます。
８ｂｉｔＣＰＵによるステータスレジスタの読み出しの
場合に用います。

・ＲＤ（入力：アクティブＬｏｗ） ：リード
外部ＣＰＵよりデータバスからステータスレジスタを
読み出す場合に用います。ＣＥ信号がアサートされて
いるときのみ有効です。

・ＷＲ（入力：アクティブＬｏｗ） ：ライト
外部ＣＰＵよりデータバスからコマンドを書き込む時に
用います。ＣＥ信号がアサートされている時有効です。

・ＤＲＤ（入力：アクティブＬｏｗ）：データリード
ＤＭＡＣからのデータ読みだし要求信号。
ＣＥ信号とは独立に動作します。

・ＤＲＥＱ ：ＤＭＡリクエスト
（出力：アクティブＬｏｗ） ＤＭＡＣに対してデータの転送を要求する信号。

・ＳＹＳＣＬＫ ：クロック
（入力：単相クロック） ＣＰＵ側のシステムクロックを入力します。

２－２．データバス

・Ｄ －Ｄ （出力 ：３ステート）：データバス１５ ８

Ｄ －Ｄ （入出力：３ステート） １６ｂｉｔ長のデータバス。データ読みだし時には１６７ ０

ｂｉｔバスとして機能し、書き込み時には８ｂｉｔバス
として機能します。

２－３．ビデオ信号関連

・ＳＴＲ（入力：アクティブＬｏｗ）：スタート信号
ラインセンサの走査のタイミングを与える信号。
走査開始の直前にＬｏｗにします。

・ＶＩＤＣＬＫ ：ビデオクロック信号
（入力：単相クロック） ラインセンサの各画素をスキャンするタイミングを与え

る信号。

・ＶＩＤ（ 入力 ） ：ビデオ信号
２値化されたラインセンサの出力信号。

・ＢＬＫ（入力：アクティブＬｏｗ）：ブランキング信号
Ｌの間はＶＩＤ信号の受信を受け付けません。ＳＴＲ信号
の立ち上がりからのラインセンサのダミー素子を無視する
ために用います。
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・ＥＸＴＥＮ ：エクスターナルイネーブル
（入力：アクティブＨｉｇｈ） ＶＩＤ信号取り込みのトリガタイミングＳＴＲの有効・

無効の制御を外部から行う場合に用います。

・ＦＶＩＤ（出力：ビデオ信号） ：フィルタリングビデオ信号
フィルタを通ったビデオ信号のモニタ用端子。

２－４．そ の 他

・ＩＮＴ（オープンドレイン出力 ：インタラプト
：アクティブＬｏｗ）外部ＣＰＵに対して割り込みを要求します。

・ＴＣ（出力：アクティブＬｏｗ） ：ターミナル カウント
ＤＭＡＣに対してプロセスの終了（１走査の終了で且つ
出力バッファが空になったこと）を知らせるための信号。

・Ｕ －Ｕ （ 入力 ） ：汎用入力端子２ ０

汎用入力の値は、ステータスレジスタにてリアルタイムに
モニタ可能。またエッジ検出モードの場合、その値が
データバスのＤ －Ｄ に出力されます。この場合１４ １２

Ｕ ，Ｕ の値は画像データと同期してデータバスに出力１ ２

されます。

３、ブ ロ ッ ク 図

D15～

D0
VID

デジタル エッジ ＦＩＦＯ D7～D0
VIDCLK フィルタ デテクタ (16bitx4)

ステータス コマンド
レジスタ レジスタ

SCAN END (16bit) (8bit)

U2～
U0

STMOD

STR ﾌﾞﾗﾝｷﾝｸﾞ Ｓ／Ｐ
BLK ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ ｺﾝﾊﾞｰﾀ
EXTEN

CE
RD コントロール
WR ロジック DREQ
DRD INT

SYSCLK TC

FVID
RESET
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４、機 能

４－１．ラインセンサ画素数の設定

２５６、５１２、１０２４、２０４８、４０９６、８１９２ｂｉｔの画素数のラインセンサに対
応。センサの選択はソフトウェアにより制御します。

４－２．デジタルフィルタリング及びエッジ検出

では、ラインセンサからのビデオ信号をデジタルフィルタに通すことがＺＥＮ２９０１Ｐ
できるようになっています。またフィルタの特性をフィルタリング無し、４ｂｉｔモード、
８ｂｉｔモードとプログラマブルに変えることができます。以下にデジタルフィルタの原理を
述べます。

通常のフィルタなしの場合には、ビデオ信号が Ｌ→Ｈ のように変化したとき立ち上がりと認
識し、Ｈ→Ｌに変化したときに立ち下がりと認識します。これに対して４ｂｉｔモードでは、ビデ
オ信号が Ｌ→Ｈ・Ｈ・Ｈと変化して初めて立ち上がりと認識し、Ｈ→Ｌ・Ｌ・Ｌと変化して初め
て立ち下がりと認識します。以上の関係を下表にまとめます。

Ｔａｂｌｅ－１

フィルタリングモード ＵＰ／ＤＮ ビデオ信号

立ち上がり ・・・・・Ｌ Ｈ・・・・・
フィルタ無しモード

立ち下がり ・・・・・Ｈ Ｌ・・・・・

立ち上がり ・・・Ｌ Ｈ Ｈ Ｈ ・・・
４bitフィルタモード

立ち下がり ・・・Ｈ Ｌ Ｌ Ｌ ・・・

立ち上がり Ｌ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ
８bitフィルタモード

立ち下がり Ｈ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

具体的な例については、次の図－１を参照して下さい。

VIDCLK

VID

FVID(0)

FVID(4)

FVID(8)

８×ＶＩＤＣＬＫ 図－１ ディジタルフィルタの特性

注）・同一種類のエッジ（立ち上がり／立ち下がり）が連続して検出された場合、一番最初の
エッジが有効になります。
・フィルタ通過後のビデオ信号の波形はＦＶＩＤ端子からモニタする事ができます。
但し、この場合の信号は元のビデオ信号に対して８×ＶＩＤＣＬＫ分だけディレイが
かかります。

・ＦＶＩＤ（０）：フィルタ無しモードを選択したときのＦＶＩＤ端子の波形
・ＦＶＩＤ（４）：４ビットフィルタモードを選択したときのＦＶＩＤ端子の波形
・ＦＶＩＤ（８）：８ビットフィルタモードを選択したときのＦＶＩＤ端子の波形

ZENIC INC.(Z2901J94)
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４－３．データの出力形式

では１６ｂｉｔデータバスに出力される画像データとして以下の２つのＺＥＮ２９０１Ｐ
モードを選択することができます。

（１）エッジ検出モード
エッジの検出されたセンサの位置（何番目のセンサかということ）を最大１３ｂｉｔ
（Ｄ －Ｄ ）のバイナリデータとして出力し、更にエッジ情報として最上位ｂｉｔに１２ ０

立ち上がりエッジの場合１を、立ち下がりエッジの場合０を出力します。
４０９６ｂｉｔ（＝２ ）の場合についてその出力形式の例を示します。１２

D15 D14 D12 D11 D0

ED U2 U1 U0 CC11 CC10 CC9 CC8 CC7 CC6 CC5 CC4 CC3 CC2 CC1 CC0

エッジ検出位置
汎用入力端子の値

Ｕ ・・・・・・入力された値がそのまま出力。０

Ｕ 、Ｕ ・・・・画像データと同期してデータ１ ２

バスに出力される。
エッジ情報

立ち下がりエッジ・・・０
立ち上がりエッジ・・・１

（２）ラインセンサデータ直接出力モード
ラインセンサからのビデオ信号（シリアルデータ）をシリ／パラ変換して、１６ｂｉｔ
データバスに出力するモードです。出力形式は以下の通りです。
このモードにおいては、汎用入力の値をデータバス上でモニタすることはできません。

D15 D0

D15 D14 D13 D12 D11 D10 D9 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

ラインセンサからのデータ

４－４．割り込み機能

は割り込み機能として以下の３種類をサポートしています 。ＺＥＮ２９０１Ｐ ＊）

・ＤＯＦモード
エッジが短期間に多数検出されたため出力バッファ（ ＦＩＦＯ ）がオーバーフロー

した場合。

・ＥＤモード
エッジ検出回数が設定値（０－６３の範囲で設定可能）を上回った場合。

・ＳＣＤモード
ラインセンサの１スキャンが終了してかつＦＩＦＯが空になったとき。

*) 割り込みのイネーブル、ディスエーブルはプログラマブルで、またそれぞれのモードに
対して個別にマスクをかけることができます。

【注意事項】
本ＩＣは画像データを蓄える為、４段のＦＩＦＯを内蔵しておりますが、データの読出しの

スピードが書込みのスピードに追いつかない時は、ＦＩＦＯがオーバーフローします。その場合Ｆ
ＩＦＯにはオーバーフロー直前迄のデータが保持され、それ以降のデータは失われます。

ZENIC INC.(Z2901J94)
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４－５．データ取り込みタイミングの設定

これは必要に応じてラインセンサデータを取り込むか否かを決定するモードで、高速の走査が必
要でない場合や、ラインセンサの走査方向と垂直方向にブランク領域を設定したいときに用います。
詳細な動作モードは以下のようになっています。

１）毎回イネーブルモード
次に現れるスタート信号から毎回ラインセンサデータを受信する。

２）毎回ディスエーブルモード
次に現れるスタート信号から毎回ラインセンサデータを無効とする。

３）１回イネーブルモード （ソフトウェアトリガモード）
ソフトウェアで命令を書き込んだ後のスタート信号（ＳＴＲ）１回のみ
ラインセンサデータを受信する。

４）外部イネーブルモード （ハードウェアトリガモード）
外部入力端子（ＥＸＴＥＮ）がＨの間に現れたスタート信号のみ有効として
ラインセンサデータを受信する。

５）スキャン周期変更モード
２回に１回、３回に１回、４回に１回、の割合でスタート信号を有効として
ラインセンサデータを受信する。

４－６．汎用入力端子

は３本の汎用入力端子を備えており、その値はステータスレジスタにてＺＥＮ２９０１Ｐ
リアルタイムにモニタできます。 またエッジ検出モードの場合には１６ｂｉｔデータバスの
Ｄ －Ｄ に画像データと一緒に出力されます。（但し、８１９２ｂｉｔクラスのラインセンサを１４ １２

用いる場合にはＵ は出力されない）この場合、Ｕ ，Ｕ の値は画像信号に同期して０ ２ １

データバスに出力されます。
以下に例として４０９６ｂｉｔと８１９２ｂｉｔのラインセンサを使用した場合のデータバスの

出力形式を示します。

１）４０９６ｂｉｔ

D15 D14 D12 D11 D0

ED U2 U1 U0 CC11 CC10 CC9 CC8 CC7 CC6 CC5 CC4 CC3 CC2 CC1 CC0

エッジ検出位置

汎用入力信号の値

エッジ情報
２）８１９２ｂｉｔ

D15 D14 D13 D12 D0

ED U2 U1 CC12 CC11 CC10 CC9 CC8 CC7 CC6 CC5 CC4 CC3 CC2 CC1 CC0

エッジ検出位置

汎用入力信号の値

エッジ情報
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ＺＥＮ２９０１Ｐ

４－７．８ｂｉｔＣＰＵによる制御

は、本来１６ｂｉｔＣＰＵを用いたシステムに対応するように考えられてＺＥＮ２９０１Ｐ
いるためステータスレジスタは１６ｂｉｔ長ですがこれを８ｂｉｔずつにわけてＤ －Ｄ に出力す７ ０

ることもできます。この場合、制御はＳＴＭＯＤ端子を用いて行います。以下にその様子を示しま
す。

（１）ＳＴＭＯＤ＝Ｌ

D15 D8 D7 D0

S15 S14 S13 S12 S11 S10 S9 S8 S7 S6 S5 S4 S3 S2 S1 S0

（２）ＳＴＭＯＤ＝Ｈ

D15 D8 D7 D0

S15 S14 S13 S12 S11 S10 S9 S8 S15 S14 S13 S12 S11 S10 S9 S8

従って８ｂｉｔＣＰＵによるステータスの読みだしも可能となり、本ＩＣを８ｂｉｔＣＰＵを
用いて制御することも可能になります。

４－８、エッジ検出回数の読み出し

にはエッジ検出数計数用として６ｂｉｔのカウンタが内蔵されており、ＺＥＮ２９０１Ｐ
０－６３までのエッジ検出数を計数することができます。６３以上のデータが検出された場合、カ
ウンタはクリアされオーバフローを示すＯＶＥＲフラグがステータスレジスタに出力されます。エ
ッジカウンタの値は、あらかじめ設定されたセンサ画素数のスキャンが終了した時点で
ステータスレジスタに取り込まれますので、スキャン終了時にステータスレジスタを読み出す
ことで１スキャン中に検出されたエッジ数を知る事が出来ます。

４－９、ビデオ信号関連の入力形式について

ラインセンサからの入力信号の形式に関して以下の点を注意して下さい。。

１）ＶＩＤ、ＳＴＲ、ＢＬＫはすべてＶＩＤＣＬＫの立ち上がりに同期して
変化させて下さい。

２）スキャンの終了から次のＳＴＲ信号がアサートされるまでの間に、最低９クロック
（ ビデオクロックにて ）のインターバルを設けて下さい。

３）ＢＬＫを設定画素数のスキャン終了以前に立ち下げると、それ以降の画像データの
取り込みは禁止されます。 従って、２ 以外のラインセンサにも対応が出来ます。ｎ

但し、この場合必ずＳＴＲ信号は設定した画素数分のスキャンが終了して
９×ＶＩＤＣＬＫ経過後に入力して下さい。

４）ＢＬＫ信号を用いないときは”Ｈ”に固定しておいて下さい。

ビデオ信号関連の入力形式の一例を次の図－２に示します。
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ＺＥＮ２９０１Ｐ

【注意事項】
ビデオ信号（ＶＩＤ）は必ずＨレベル：＋５Ｖ、Ｌレベル：０Ｖに２値化された信号を入力す

るようにして下さい。

（１）ＢＬＫを用いる場合

VIDCLK

STR

BLK

VID * * * * 1 2 3 4 5 6 7 8 X Y Z * * * * * * * * * * * * 1 2 3 4 5 6 7 8

センサ有効画素区間 ９CLOCK以上 *:DUMMY

（２）ＢＬＫを用いない場合

VIDCLK

STR

BLK

VID * * 1 2 3 4 5 6 7 8 9 X Y Z * * * * * * * * * * 1 2 3 4 5 6 7 8 9 . .

センサ有効画素区間 ９CLOCK以上

【注意事項】
・ＶＩＤ信号の中の数字は何番目の画素のデータかを示し、実際の値は０または１です。
・ＶＩＤ信号の有効画素区間終了から、次のＳＴＲ信号の入力まで最小９CLOCK のインターバル
をおいてください。
・ＳＴＲ、ＢＬＫ，ＶＩＤの各信号はＶＩＤＣＬＫの立ち上がりに同期して変化させてください。

図－２．ＺＥＮ２９０１Ｐ画像信号関連入力フォーマット
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ＺＥＮ２９０１Ｐ

５、コマンドレジスタフォーマット

５－１．概 要

では種々の動作モードをソフトウェアで制御するために、８ｂｉｔ長のＺＥＮ２９０１Ｐ
コマンドレジスタを１個持っています。コマンドの書き込みはＷＲ信号と１６ｂｉｔデータバスの
うち下位８ｂｉｔ（Ｄ －Ｄ ）を用いて行います。７ ０

基本的なコマンド体系は、レジスタの上位２ｂｉｔにより大きく分けた４つのモードを選択
するようになっています。

D7 D0

D7 D6 X X X X X X

D7 D6
０ ０・・・ソフトウェアリセット、トリガモード
０ １・・・初期条件設定モード
１ ０・・・割り込み制御モード
１ １・・・比較レジスタ設定モード

（各モードの説明）

１）ソフトウェアリセット、トリガモード
ソフトウェア制御によりＺＥＮ２９０１Ｐ内部の各レジスタ、カウンタの
クリアを行うソフトウェアリセットモードと、ラインセンサデータの取り込みの
タイミングをソフトウェアで制御するトリガモードからなる。

２）初期条件設定モード
データの出力形式の設定（エッジ検出、ラインセンサデータ直接出力）フィルタの
特性設定、ラインセンサデータ取り込みタイミング設定等、ＩＣの初期条件を設定
するためのモード

３）割り込み制御、ラインセンサ画素数設定モード
割り込み発生要因の設定、マスク指定等の割り込み関連の制御を行う割り込み制御モード

と、ラインセンサの画素数設定モードからなる。

４）比較レジスタ設定モード
エッジ検出回数を０－６３の範囲で任意に設定してその値を越えた場合に
割り込みをかける時に比較レジスタに値を設定するモード。

５－２．ソフトウェアリセット、トリガモード

このモードで所定のビットに１を書き込むと、ＷＲ・ＣＥの立上がりをSYSCLKでディジタル
微分したタイミングで１ショットパルスが生成され、ソフトウェアリセット等が実行されます。

D7 D4 D3 D2 D1 D0

００００ FFCLR SFTRG INTCLR SFTRST

FFCLR : このｂｉｔが１の時ＦＩＦＯがクリアされる。
＊）SFTRG : このｂｉｔが１の時ソフトウェアトリガがかかる。

INTCLR : このｂｉｔが１の時割り込みリセットがかかる。
SFTRST : このｂｉｔが１の時ソフトウェアリセットがかかる。

*) ソフトウェアトリガは１回イネーブル（ＥＮ１）モードの場合のみ有効となります。
詳細は５－３項を参照下さい。
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ＺＥＮ２９０１Ｐ

５－３．初期条件設定モード

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D0

０１ MODE DF1 DF0 IP2 IP1 IP0 Ｄ：デフォルト

IP2 IP1 IP0
０ ０ ０・・ノーオペレーション

＊）０ ０ １・・１／２ＥＮ モード
０ １ ０・・１／３ＥＮ モード
０ １ １・・１／４ＥＮ モード

＊＊）１ ０ ０・・ＥＮ モード
１ ０ １・・ＤＩＳ モード Ｄ＊＊＊）

＊＊＊＊）１ １ ０・・ＥＮ１ モード
１ １ １・・ＥＸＴ．ＥＮモード

＊＊＊＊＊）

DF1 DF0
０ ０・・・ノーオペレーション
０ １・・・ノーフィルタモード
１ ０・・・４ｂｉｔモード Ｄ
１ １・・・８ｂｉｔモード

MODE
０・・・・エッジ検出モード Ｄ
１・・・・ラインセンサデータ出力モード

*)１／２～１／４ＥＮモードとは２、３、４回に１回の割合でＳＴＲ信号を有効にして
ラインセンサからのデータを取り込むモードの事。

**)ＥＮモードは毎回ＳＴＲ信号を有効にして画像データをすべて有効にするモードの事。

***)ＤＩＳモードはＳＴＲ信号を毎回無効にして画像データをすべて無効にするモードの事。

****)ＥＮ１モードはソフトウェアトリガモードでSFTRGが１に設定された直後のＳＴＲ信号
のみ有効にして１スキャン分の画像データを取り込むモードの事。

*****)ＥＸＴ・ＥＮモードはＥＸＴＥＮ端子がＨの時のＳＴＲ信号のみを有効にしてその範囲
の画像データのみを取り込むモードの事。

５－４．割り込み制御、ラインセンサ画素数設定モード

５－４－１．割り込み制御モード

D7 D5 D4 D3 D2 D0

１００ X IE DOF SPD ED Ｄ：デフォルト

DOF SCD ED
０ ０ ０・・ノーオペレション

＊）０ ０ １・・ＥＤモード
＊＊）０ １ ０・・ＳＣＤモード

０ １ １・・ＳＣＤ＆ＥＤモード
＊＊＊）１ ０ ０・・ＤＯＦモード

１ ０ １・・ＤＯＦ＆ＥＤモード
１ １ ０・・ＤＯＦ＆ＳＣＤモード
１ １ １・・ALL ENABLE モード Ｄ

IE
０・・・・・・割り込み許可
１・・・・・・割り込み不許可 Ｄ
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ＺＥＮ２９０１Ｐ

*) ＥＤモードとはエッジ検出回数が設定値（０～６３）に一致したときに割り込みを
発生するモードの事。（５－５項参照）

**) ＳＣＤモードとはラインセンサの１スキャンが終了、かつＦＩＦＯが空の時に割り込み
を発生するモードの事。（５－５項参照）

***) ＤＯＦモードとはＦＩＦＯがオーバーしてデータが失われた際に割り込みを要求する
モードの事。（５－５項参照）

５－４－２．ラインセンサ画素数設定モード

ラインセンサの画素数を設定します。

D7 D5 D4 D3 D2 D0

１０１ X X NU2 NU1 NU0 Ｄ：デフォルト

NU2 NU1 NU0
０ ０ ０・・・・２５６bitセンサ Ｄ
０ ０ １・・・・５１２bit
０ １ ０・・・１０２４bit
０ １ １・・・２０４８bit
１ ０ ０・・・４０９６bit
１ ０ １・・・８１９２bit

５－５．比較レジスタの書き込み

エッジ検出数が特定値に達した場合に割り込みをかけるための値を設定するためのレジスタです。

D7 D6 D5 D0

１１ CR5 CR4 CR3 CR2 CR1 CR0

比較レジスタの値
（デフォルト値：００００００ ）Ｂ

エッジカウンタ及び割り込み要因の確認に関してはステータスレジスタの項目を参照して下さい。

注）デフォルトとはリセット直後の状態をいいます。
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ＺＥＮ２９０１Ｐ

６、ステータスレジスタ

６－１. 概 要

はチップ内部の状態をモニタするためのステータスレジスタ（１６ｂｉｔ長）ＺＥＮ２９０１Ｐ
を内蔵しています。読みだしはデータバスを通じて、ＲＤ信号を用いて行います。
ステータスレジスタでモニタ可能な項目は以下の通りです。

１）エッジカウンタ値・・・・エッジ検出回数をモニタします。

２）エッジカウンタキャリー・エッジカウンタのオーバーフローを表します。

３）出力レジスタ情報・・・・出力段の４本の１６ｂｉｔレジスタで構成されたＦＩＦＯの
使用状況をモニタします。

４）コマンドイネーブル・・・コマンド書き込みの許可不許可を示します。

５）割り込み許可不許可・・・割り込み発生が許可されているかを示します。

６）割り込み発生要因・・・・３種類の割り込み発生要因（ＤＯＦ、ＳＣＥＮＤ、ＧＴモード）
のいずれが成立したかをモニタします。（マスクの有無は
無関係になります）

７）汎用入力モニタ・・・・・３ｂｉｔの汎用入力端子の値をモニタします。

６－２．ステータスレジスタフォーマット

S15 S13 S12 S10 S9 S8 S7 S6 S5 S0

U2 U1 U0 ED SCD DOF COMEN FF IE OVER EC5 EC4 EC3 EC2 EC1 EC0

エッジカウンタ値

OVER
・・カウント値６３以下
・・エッジカウンタオーバフロー

IE
０・・割り込み許可
１・・割り込み不許可

FF
０・・ＦＩＦＯ空
１・・ＦＩＦＯ内にデータ

COMEN
０・・コマンド書込不可
１・・コマンド書込可

ED SCD DOF
０ ０ ０・・割込み要因発生無し
０ ０ １・・ＤＯＦ
０ １ ０・・ＳＣＤ
０ １ １・・ＳＣＤ＆ＤＯＦ
１ ０ ０・・ＥＤ
１ ０ １・・ＥＤ＆ＤＯＦ
１ １ ０・・ＳＣＤ＆ＥＤ
１ １ １・・ALL OCCURRED

汎用入力モニタ
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ＺＥＮ２９０１Ｐ

６－３． 解 説

１）汎用入力端子モニタ （ Ｕ２，Ｕ１，Ｕ０；ＳＴ１５－ＳＴ１３ ）
外部の汎用入力端子をモニタするためのｂｉｔで、Ｕ２－Ｕ０の値をリアルタイムに

モニタできます。

２）割り込み要因モニタ （ ＥＤ，ＳＣＤ，ＤＯＦ；ＳＴ１２－ＳＴ１０ ）
がサポートしている３種類の割り込み要因の発生をモニタするＺＥＮ２９０１Ｐ

ためのｂｉｔで、ソフトウェアによるマスクの有無に関わらず見ることが出来ます。

３）コマンド書き込み可／不可 （ ＣＯＭＥＮ；ＳＴ９ ）
ソフトウェアリセットを行った時に内部リセット信号がアサートされている期間”Ｌ”

になります。 内部リセット信号はＶＩＤＣＬＫに同期して生成されるため、
ＶＩＤＣＬＫがＳＹＳＣＬＫに対して極端に遅い場合には、このｂｉｔをモニタして
リセット信号の解除を確認してから次のコマンドを書き込んで下さい。

４）ＦＩＦＯ使用状況 （ ＦＦ；ＳＴ８ ）
ＦＩＦＯ内にデータがないときに”Ｌ”、あるときに”Ｈ”となります。

５）割り込み許可／不許可 （ ＩＥ；ＳＴ７ ）
割り込み許可／不許可の設定状態をモニタするためのｂｉｔです。

６）エッジカウンタオーバーフロー （ ＯＶＥＲ；ＳＴ６ ）
ラインセンサの１スキャン中に検出されたエッジ数が６３を越えたときに”Ｈ”になり

ます。 ＳＴＲ信号により”Ｌ”に再設定されます。

７）エッジカウント値 （ ＥＤ５～ＥＤ０；ＳＴ５－ＳＴ０ ）
ラインセンサの１スキャン中に検出されたエッジ数を示します。この値は１スキャン

終了毎に更新されていきます。
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ＺＥＮ２９０１Ｐ

Ｔａｂｌｅ－２ 各ステータスレジスタのセット・リセット条件

項 目 ビット番号 セット条件 リセット条件

汎用入力 S15 - S13 各ビットに対応するＵ端子の値がＨの時にセ
モニタ ット、Ｌの時リセット。

割り込み要因 Ｓ１２ エッジ検出回数が設
モニタフラグ 定値を越えた時。

INTCLRコマンドを実行
Ｓ１１ １スキャン終了で且 するか、ソフトウェア

FIFOが空の時。 またはハードウェアに
よるリセットをかける

Ｓ１０ FIFOがオーバフロー 。
した時。

コマンド書き込 Ｓ９ ｿﾌﾄｳｪｱｺﾏﾝﾄﾞによる ｿﾌﾄｳｪｱｺﾏﾝﾄﾞによるリ
み許可・不許可 リセット実行中。 セットが終了。

FIFOレジスタ Ｓ８ FIFO内にデータが存 FIFOが空の時。
情報 在する時。

割り込み許可 Ｓ７ 割り込み出力がイネ 割り込み出力がディス
不許可 ーブルの時。 エーブルの時。

エッジカウンタ Ｓ６ ｴｯｼﾞ検出回数が６４ 次の 信号が入力さSTR
オーバフロー になった時。 れた時。

エッジカウンタ S5-S0 CCDの１スキャンの画像データ処理が終了後
値 にその間のエッジ検出数が書き込まれる。
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７、デフォルト値

リセット時における動作モードのデフォルト値は以下のようになっています。

（１）初期条件設定モード

入力モード・・・・・・ＤＩＳモード
デジタルフィルタ・・・４ｂｉｔモード
動作モード・・・・・・エッジ検出モード

（２）割り込み制御、ラインセンサ画素数設定モード

割り込み要因制御・・・ＡＬＬ ＥＮＡＢＬＥモード
割り込み許可不許可・・・不許可
ラインセンサ画素数・・・・・・２５６ｂｉｔ

（３）比較レジスタの値

００００００ （１１１１１１ に再設定することをお奨めします）Ｂ Ｂ
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ＺＥＮ２９０１Ｐ

８、電気的仕様

８－１．絶対最大定格

項 目 記 号 定 格 単 位

電源電圧 Ｖ －０．３ ～ ７．０ ＶＤＤ

入力端子電圧 Ｖ V -0.3 ～ V +0.3 ＶＩ ＳＳ ＤＤ

出力端子電圧 Ｖ V -0.3 ～ V +0.3 ＶＯ ＳＳ ＤＤ

Ｉ ＋２０ ｍＡＯＬ

尖頭出力電流
Ｉ －２０ ｍＡＯＨ

許容損失 Ｐ ６６０ ｍＷＴ

動作周囲温度 Ｔ ０～７０ ℃ＯＰＲ

保存温度 Ｔ －５５～１５０ ℃ＳＴＧ

（Ｖ ＝０Ｖ）ＳＳ

注）この規格は開発サンプルに対する暫定規格です。

絶対最大定格はチップに印加しても破損しない許容値であり、動作を保証するものでは
ありません。

８－２．推奨動作条件

許 容 量
項 目 記 号 条 件 単位

最 小 標 準 最 大

電源電圧 Ｖ ４．７５ ５ ５．２５ ＶＤＤ

周囲温度 Ｔ ０ ７０ ℃ａ

（Ｖ ＝０Ｖ）ＳＳ

８－３．入出力容量

許 容 量
項 目 記 号 条 件 単位

最 小 標 準 最 大

入力端子 Ｃ VDD=VI=0V １０ ２０ＩＮ

出力端子 Ｃ F=1MHz １０ ２０ ｐＦＯＵＴ

入出力端子 Ｃ Ta=25℃ １０ ２０Ｉ／Ｏ
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（ ８－２項の推奨動作条件にて。試験周波数１６ＭＨｚ ）８－４．電気的特性

許 容 値
項 目 記 号 条 件 単位

最小 標準 最大

静止電源電流 IDDS VI=V or V 100 μＡＤＤ ＳＳ

ＤＤ ＳＳVI=V or V
動作時電源電流 IDDO f=5MHz 64 ｍＡ

VDD=5V 出力開放

入力端子（ＴＴＬレベル）
SYSCLK, STMOD, U0, U1, U2, BVID, BLK, VIDCLK, EXTEN

入力電圧ﾊｲﾚﾍﾞﾙ V 2 ＶＩＨ１

入力電圧ﾛｳﾚﾍﾞﾙ V 0.8 ＶＩＬ１

入力リーク電流 I VI=V or V -10 10 μＡＬＩ ＤＤ ＳＳ

出力プッシュプル DREQ, TC, FVID

ＤＤ ＳＳ ＤＤVI=V or V V
出力電圧ﾊｲﾚﾍﾞﾙ V IO=4mA -0.6 ＶＯＨ１

出力電圧ﾛｳﾚﾍﾞﾙ V 0.4 ＶＯＬ１

出力Ｎｃｈ オープンドレイン INT

ＤＤ ＳＳVI=V or V
出力電圧ﾛｳﾚﾍﾞﾙ V IO=4mA 0.4 ＶＯＨ１

VO=Hi-Z状態
出力リーク電流 I VI=V or V -10 10 μＡＯＺ１ ＤＤ ＳＳ

入力ＴＴＬシュミット RESET, CE, RD, WR, DRD, STR

VT+T4 1.7 2.4入力ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧 V =5.0V ＶＤＤ

VT-T4 0.6 1.2

ヒステリシス幅 ΔV V =5.0V 0.2 0.5 Ｖｔｔ４ ＤＤ

入力リーク電流 I VI=V or V -10 10 μＡＬＩ ＤＤ ＳＳ

入出力ＴＴＬレベル D0, D1, D2, D3, D4, D5, D6, D7

入力電圧ﾊｲﾚﾍﾞﾙ V 2ＩＨ１ Ｖ
入力電圧ﾛｳﾚﾍﾞﾙ V 0.8ＩＬ１

出力電圧ﾊｲﾚﾍﾞﾙ V VDDＯＨ

-0.6 Ｖ
出力電圧ﾛｳﾚﾍﾞﾙ V 0.4ＯＬ

出力リーク電流 -10 10 μＡ

出力トライステート D8, D9, D10, D11, D12, D13, D14, D15

ＤＤIO=-1.6mA V
出力電圧ﾊｲﾚﾍﾞﾙ V VI=V or V -0.6 ＶＯＨ ＤＤ ＳＳ

IO=4.0mA
出力電圧ﾛｳﾚﾍﾞﾙ V VI=V or V 0.4 ＶＯＬ ＤＤ ＳＳ

VO=Hi-Z状態
出力リーク電流 I VI=V or V -10 10 μＡＯＺ ＤＤ ＳＳ

ＤＤ ＳＳVO=V or V
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９、ＡＣ特性

規 格 値 （ｎｓ）
項 目 略 号

ｍｉｎ ｔｙｐ ｍａｘ

ＣＥセット時間 （対ＷＲ ） ｔ ０ＡＷ

ＣＥホールド時間（対Ｄ －Ｄ ） ｔ ０７ ０ ＷＡ

データセット時間（対ＷＲ ） ｔ ２０ＤＷ

データホールド時間（対ＷＲ ） ｔ １０ＷＤ

ＷＲパルス幅 ｔ φ x２ＷＷ ＣＫＳ

ＣＥセット時間 （対ＲＤ ） ｔ ０ＡＲ

ＣＥホールド時間（対ＲＤ ） ｔ ０ＲＡ

ＲＤパルス幅 ｔ φ x２ＲＲ ＣＫＳ

データアクセス時間（対ＲＤ ） ｔ ５０ＲＤ

データフロート遅延時間 ｔ ５ＤＦ

画像データ遅延時間（対ＤＲＤ） ｔ ２５ＤＤ

画像データフロート遅延時間 ｔ ５ＤＦ

ＤＲＤパルス幅 ｔ φ x２ＤＲＤ ＣＫＳ

ＤＲＥＱ遅延時間（対ＤＲＤ ） ｔ ４０ＤＬＹ

＊）クロックＨＬパルス幅（VIDCLK） φ ２９ＶＣ

＊）（SYSCLK） φ ２９ＳＣ

クロック立ち上り時間（VIDCLK） φ ３ｒ

（SYSCLK） ３

クロック立ち下り時間（VIDCLK) φ ３ｆ

（SYSCLK） ３

クロック周期 （VIDCLK） φ １２５ＣＫＶ

（SYSCLK） φ ６３ＣＫＳ

リセットパルス幅 ｔ φ x2ＲＳＴ ＣＫＶ

ＳＴＲ ＣＫＶＳＴＲパルス幅 ｔ φ

ＳＴＲ遅延時間（対VIDCLK） ｔ ２０ＳＶＣ

ＢＬＫ遅延時間↑（対VIDCLK） ｔ ２０ＢＣＲ

ＢＬＫ遅延時間↓（対VIDCLK） ｔ ２０ＢＣＦ

ＶＩＤ信号遅延時間（対VIDCLK） ｔ ２０ＶＤＣ

＊）ビデオクロックまたはシステムクロックがクロック周期の下限の場合必ずデューティ
５０％の波形を入力して下さい。

ZENIC INC.(Z2901J94)

www.DataSheet4U.com



- 20 -

ＺＥＮ２９０１Ｐ

１０、動作タイミング

（１）ＷＲＩＴＥ サイクル

CE

D7～D0 COMMAND

WR

ＤＷ ＷＤ ＷＡt t t

ＡＷ ＷＷt t

t ≧10nsＷＤ

（２）ＲＥＡＤ サイクル
CE

RD

ＡＲ ＲＲ ＲＡt t t

D15～D0 STATUS

ＲＤ ＤＦt t

t ≦50nsＲＤ

t ≧5nsＤＦ

（３）ＤＲＤ サイクル
DREQ

ＤＬＹt
DRD

ＤＲＤt

D15～D0 PICTURE DATA

ＤＤ ＤＦt t

t ≦25ns t ≧5ns t ≦40nsＤＤ ＤＦ ＤＬＹ
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（４）ＣＬＯＣＫ 波形

VIDCLK
SYSCLK

ＶＣ ＶＣΦ Φ
ＳＣ ＳＣΦ Φ

ＣＫＶΦ
ＣＫＳ ｒ ｆΦ Φ Φ

VIDCLK Φ ≧125ns(8MHz)ＣＫＶ

SYSCLK Φ ≧62.5ns(16MHz)ＣＫＳ

（５）ＲＥＳＥＴ 波形
RESET

ＲＳＴt

（６）ＶＩＤＥＯ 信号 波形
ＣＫＶΦ

VIDCLK

ＳＴＲt
STR

ＳＶＣ ＢＣＦt t

ＢＣＲBLK t

VID SENSOR DATA

ＶＤＣt

ＳＴＲ ＣＫＶt ≧ Φ
t ≦ 20nsＳＶＣ

t t ≦ 20nsＢＣＲ ＢＣＦ

t ≦ 20nsＶＤＣ
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ご 注 意

１）本製品および本資料は の著作物です。したがって、本資料の株式会社ジーニック
全部または一部を無断で複製、転載することはご遠慮下さい。

２）本製品及び本資料の内容は性能向上のために、予告なく変更する場合があります。
御使用に際しては、最新の資料を御請求願います。

３）本資料に記載されております内容は工業所有権その他の権利の実施に対する保証
または実施権の許諾を行うものではありません。

４）本資料に記載されております応用回路例は基本的な使用方法を示したものであり、
回路の動作を保証するものではありません。

５）本製品の具体的な運用の結果、他への影響については、責任を負いかねますので
御了承下さい。

６）本製品は一般的な電子機器（電算機、計測機器、産業用ロボット、位置決め装置
など）に使用されることを意図しています。したがって、人命に直接関わる輸送機
器、医療機器、宇宙、原子力関係機器などには使用しないで下さい。

ジーニック株式会社
URL http://www.zenic.co.jp/ E-mail support@zenic.co.jp

大津市大萱1丁目17-14 松政ﾋﾞﾙ6F 〒520-2144 TEL 077-543-2101 FAX 077-543-9431

ZENIC INC.(Z2901J94)

www.DataSheet4U.com


